














図法は複数分かっている 2 , 3 , 4 ）。
　本研究では、黄金比の新たな作図法を述べる。それから派生するひな型となる図形を用いると、数多くの正多角形
が作図できることを示す。正五角形、黄金長方形、ケプラー三角形の作図法についても言及する。
2 ．黄金比の作図 5 ）
2.1　作図法
　図中の〇はコンパスの針の位置を示す。図 1 の①～④は同じコンパス幅である。⑤でコンパスを広げ、⑥でこの幅
































　正16角形は、正 8 角形から作り、定規 2 本を使って、平行線を引くと、交点が得られる。正20角形は、正10角形か
ら作り、直角三角形を使って、垂線を引くと、交点が得られる。さらに、正30角形も作図可能である。
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